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婦
人
会
(上
原
き
よ

支
部
長
)は
、
去
る

４
月

日
(土
)、「

全
委
員
部
長
講
習
会
」

22

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
年
に
１
度

開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
は
、
教
祖
年140

祭
三
年
千
日
始
ま
り
の
年
と
し
て
、
一
日
で

も
早
く
、
本
会
か
ら
お
打
ち
出
し
頂
い
た
事

柄
、
支
部
と
し
て
の
支
部
長
様
の
思
い
を
伝

え
て
、
年
祭
ま
で
の
期
間
を
、
足
並
み
を
揃

え
て
前
進
す
べ
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
が
終
息
し
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
道
中

の
つ
と
め
に
対
し
て
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を

頂
く
な
か
、
計
人
の
委
員
部
長
さ
ん
方
の

89

全
委
員
部

長
講
習
会

開
催

婦人会

参
加
を
頂
き
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
９
時
半
よ
り
開
講
し
、
支

部
長
様
は
、「
委
員
部
長
講
習
会
･総
会
に
も
、

開
か
れ
る
意
味
を
考
え
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
人
の
委
員
･委
員
部
長
に
よ

る
「
私
に
と
っ
て
の
年
祭
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
感
話
、
昼
食
。
午
後
か
ら
は
６
･７
人

12

班
に
分
か
れ
て
「
ね
り
あ
い
｣･｢サ

イ
コ
ロ

ト
ー
ク
」
を
持
ち
ま
し
た
。

各
々
の
持
ち
場
･立
ち
場
の
上
か
ら
、様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
、

あ
ち
こ
ち
の
部
屋
か
ら
談
笑
す
る
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
閉
講
。
講
堂
で
礼
拝

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
散
会
し
ま
し
た
。

(常
任
委
員

中
村
理
恵
)

支部としての思いを述べられる

支部長様

感話として決意を述べる

上原愛美常任委員
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雅
鶯
会
(田
中
隆
之
楽
長
)は
４
月
日
大

27

教
会
に
於
い
て
雅
鶯
会
員
を
対
象
と
し
た
雅

雅
楽
講
習

会
開
催

雅鶯会

楽
講
習
会
を
開
催
。
教
内
外
か
ら
３
人
の
講

師
を
招
き
、
会
員
人
が
参
加
し
た
。

10

午
前
９
時
半
開
講
、
田
中
楽
長
よ
り
「
良

い
音
色
を
祭
典
祭
儀
式
で
神
様
に
お
供
え
さ

せ
て
頂
こ
う
」
と
の
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、

各
管
に
分
か
れ
て
練
習
、
昼
食
を
挟
ん
で

15

時
よ
り
合
奏
練
習
を
行
い

時
半
閉
講
と

17

な
っ
た
。
夕
勤
め
後
に
は
講
師
の
方
々
や
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
会
食
が
行
わ
れ
、

１
日
の
み
の
開
催
で
は
有
っ
た
が
、
非
常
に

内
容
の
濃
い
充
実
し
た
講
習
会
と
な
っ
た
。

(雅
鶯
会
員

山
野
弘
実
)

笠
岡
学
生
担
当
委
員
会
(上
原
繁
次
委
員

長
)は
、
４
月

日
、
親
里
管
内
学
校
新
入

30

生
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
日
は
、ま
ず
詰
所
に
集
合
し
、グ
ル
ー

プ
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。そ
の
後
、天
理
市

内
に
あ
る
イ
チ
ゴ
園
で
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
行

い
、甘
さ
た
っ
ぷ
り
の
イ
チ
ゴ
を
満
喫
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
詰
所
で
親
睦
の
時
間
を
過

ご
し
、学
生
ら
は
、楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
た
。

親
里
管
内

学
校

新
入
生

歓
迎

会
開
催

学担

龍笛講師：清水規彰先生(明和○大明大○分後継者)

篳篥講師：小坂俊郎先生(網干○大陽慶○分会長)

鳳笙講師：上田弘美先生

国立音大出身。東京で、伶楽舎･小野雅楽会で
くにたち

研鑚を積み、元宮内庁式部職楽部主席楽長の

豊 英秋に師事。宝塚市内で笙･ピアノを教授。
ぶんのひであき

各管に分かれての練習

講堂での合奏練習

甘さたっぷりのイチゴに思わず笑顔
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四
月

月
次

祭
祭

文
こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す

親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
会
長
上
原
明
勇
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

親
神
様
の
温
か
い
親
心
に
よ
る
御
守
護
と
お
導
き
に
よ
っ
て
日
々
は
結
構
に
恙
な
く

お
連
れ
通
り
頂
い
て
お
り
ま
す
事
は
誠
に
有
難
く
勿
体
な
い
極
み
で
ご
さ
い
ま
す

私

共
は
親
神
様
の
親
心
に
朝
夕
御
礼
申
し
上
げ
教
祖
が
お
付
け
下
さ
れ
た
陽
気
ぐ
ら
し
へ

と
向
か
う
ひ
な
が
た
の
道
を
通
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
た
す
け
一
条
の
御
用
の
上
に
努
め

励
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
そ
の
中
こ
の
月
十
八
日
に
は
教
祖
の
二
百
二
十
五
回
目

の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
翌
十
九
日
に
は
第
百
五
回
婦
人
会
総
会

が
制
限
な
く
大
勢
の
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
事
は
誠
に
慶
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す

今
日
の
吉
日
は
こ
れ
の
笠
同
大
教
会
の
御
祭
り
日
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
只
今
か
ら

お
つ
と
め
奉
仕
人
一
同
明
る
く
陽
気
に
勇
ん
で
坐
り
づ
と
め
て
を
ど
り
を
つ
と
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す

御
前
に
は
今
日
の
日
を
楽
し
み
に
寄
り
集
い
ま
し
た
道
の
子
供
た
ち
が

相
共
に
お
歌
を
唱
和
し
日
頃
の
御
高
恩
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
尚
も
変
わ
ら
ぬ
親

心
に
お
縋
り
す
る
皆
の
誠
真
実
の
状
を
ご
覧
下
さ
い
ま
し
て
親
神
様
に
も
お
勇
み
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
先
月
三
十
一
日
は
笠
岡
む
つ
み
鼓
笛
隊
の
春
の
合
同
練
習
会
翌
四
月
一
日
に
は

少
年
会
笠
岡
団
の
お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
が
春
の
陽
気
の
中
大
勢
の
少
年
会
員
達
が
集

ま
り
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

ま
た
八
日
に
は
第
四
回
「
桜
祭
り
」
支
援
バ
ザ
ー

が
地
域
住
民
の
方
々
に
も
大
勢
ご
参
加
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
ま
た
来
る
二
十
九
日

に
は
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
年
祭

活
動
期
間
に
開
催
さ
れ
る
一
つ
一
つ
の
行
事
に
は
ひ
な
が
た
を
学
び
そ
の
お
心
を
実
践

す
る
べ
く
し
っ
か
り
と
参
加
さ
せ
て
頂
き
成
人
の
歩
み
を
進
め
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご

さ
い
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
旬
々
に
お
聞
か
せ
頂
く
親
の
声
に
添
い
切
る
皆
の
誠
真
実
の
心
を

お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
万
た
す
け
の
上
に
尚
も
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
お
望
み
下

さ
る
陽
気
づ
く
め
の
世
の
状
が
一
日
も
早
く
実
現
し
ま
す
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
と

共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

立
教

百
八

十
六

年
四

月
月

次
祭

祭
典

役
割

表

祭
主

大
教
会
長
様

渡
邉

隆
夫

賛
者

吉
岡
誠
一
郎

岡
﨑

治
喜

扈
者

横
山

逸
郎

指
図

方
上

原
繁

道

講
話

田
林

久
嗣

六
月
講
話

佐
藤

道
孝

区
分

坐
り

勤
前

半
後

半
役
割

佐
藤

道
孝

大
教
会
長
様

中
島

誠
治

地
方

谷
内

伸
自

吉
岡
誠
一
郎

山
野

弘
実

中
村
義
太
郎

淺
野

明
教

上
原

繁
次

大
教
会
長
様

門
脇

元
教

岡
﨑

真
一

前
会

長
様

今
川

昌
彦

上
原

浩

お
つ
と
め

上
原

繁
道

山
野

弘
実

横
山

逸
郎

て
を
ど
り

大
教
会
奥
様

武
内

正
美

谷
内
美
知
子

前
奥

様
門

脇
加

津
横
山
小
智
榮

今
川
佐
智
子

山
野

な
つ

吉
岡

八
恵

笛
岡

﨑
真

一
佐

藤
真

孝
岡

﨑
治

喜

ち
ゃ
ん
ぽ
ん

中
村

剛
田

林
久

嗣
渡

邉
隆

夫

拍
子

木
吉

岡
壽

森
本

忠
善

内
海

史
郎

太
鼓

三
島

渉
高

木
昭

祥
岡

田
誠

す
り
が
ね

上
原

繁
次

山
田

敏
教

淺
野

明
教

小
鼓

森
本

忠
善

虫
明

立
生

赤
木

素
志

琴
上

原
順

子
岡

﨑
豊

子
三

島
照

美

三
味

線
内

海
安

子
森
本
冨
美
子

岡
﨑

和
美

胡
弓

佐
藤

香
苗

室
悦

子
高

木
孝

子
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＝
辞
令
＝

立
教
年
４
月
日
付

186

21

◎
登

用

幹
部
承
事

谷
内
伸
自

准
承
事

谷
内
秀
自

◎
立
教

年
直
轄
教
会
定
期
巡
教

186

(＊
は
６
月
)

福
山

岡
﨑

真
一

髙
屋

中
島

誠
治

神
邉

武
内

正
美

＊
島

根
大
教
会
長
様

久
松

前
会

長
様

鶴
山

上
原

志
郎

弥
髙
山

上
原

繁
道

陽
備

門
脇

元
教

摩
耶

門
脇

元
教

金
浦

武
内

正
美

興
明

大
教
会
長
様

ひ
ろ
さ
と

大
教
会
長
様

陶
山

岡
﨑

真
一

芳
井

門
脇

元
教

呉
照

上
原

志
郎

海
松
ヶ
岡

中
島

誠
治

東
悠

上
原

繁
道

大
教
会
だ
よ
り

吸
江

上
原

繁
道

照
陽

大
教
会
長
様

輝
美
濃

上
原

繁
道

新
山
邑

前
会

長
様

呰
部

前
会

長
様

＊
明
石
市

岡
﨑

真
一

上
下

中
島

誠
治

府
中
市

岡
﨑

真
一

東
城

上
原

繁
道

服
部

大
教
会
長
様

島
中

田
中

隆
之

驛
家

上
原

繁
道

葦
陽

武
内

正
美

湯
田
原

田
中

隆
之

備
中

大
教
会
長
様

神
昭

大
教
会
長
様

美
之
郷

大
教
会
長
様

錦
備

武
内

正
美

神
免

岡
﨑

真
一

岡
﨑
節
夫
さ
ん

大
教
会
直
轄
髙
千
恵
布
教
所
長

４
月
日
出
直
さ
れ
ま
し
た
。

29

享
年

才86

訃
報

「
KASAOKAひ

な
が
た
通
信
」、
い
っ
た
い
、

ど
な
た
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
な
が
ら
、
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
る
。

ご
存
じ
の
方
の
ほ
う
が
多
い
の
だ
ろ
う
が
、

小
生
、
巷
の
情
報
音
痴
ゆ
え
に
、
知
る
は
ず

も
な
く
、
敢
え
て
知
ろ
う
と
は
せ
ず
に
、
既

に
、
２
月
か
ら
４
回
が
配
信
さ
れ
て
い
る
。

構
成
は
、
ま
ず
「
テ
ー
マ
」
が
あ
っ
て
、

次
に
「
天
理
教
教
祖
伝
第
二
章
『
生
い
立
ち
』

よ
り
の
抜
粋
」
と
「
こ
の
抜
粋
部
分
に
対
す

る
分
か
り
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解
説
コ
メ

ン
ト
」、
最
後
に
「
私
と
ひ
な
が
た
」
と
い

う
少
し
長
め
の
文
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ

の
「
KASAOKAひ

な
が
た
通
信
」
は
、
紙
で

も
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、小
生
は
、ポ
ス
タ
ー

の
右
下
の
QRコ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
ラ
イ

ン
で
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
だ
の
方
は
是
非

お
試
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
小
生
、
最
初
に
配
信
さ
れ
た
、
２
月

の
解
説
コ
メ
ン
ト
に
、
と
て
も
心
惹
き
つ
け

ら
れ
た
。
幼
少
の
頃
の
お
や
さ
ま
の
お
姿
が

目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
、
何
と
も
言
え

な
い
優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。３
月
の「
私

と
ひ
な
が
た
」
に
書
か
れ
て
い
る
祖
母
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
結
び
の
３
行
に
も
共
通
す

る
、
誠
の
優
し
さ
や
温
か
さ
に
触
れ
て
、
４

月
以
降
も
継
続
し
て
読
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

４
月
の
「
私
と
ひ
な
が
た
」、
こ
れ
も
感

動
し
た
。
電
車
の
中
で
乗
客
た
ち
が
一
斉
に

席
を
譲
ろ
う
と
立
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
そ
の

と
き
の
様
子
を「
よ
く
晴
れ
た
朝
で
し
た
が
、

車
内
は
一
層
輝
い
て
映
り
、
何
と
も
言
え
な

い
優
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。」
と

結
ば
れ
て
い
る
。
小
生
は
、
一
度
も
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
立

と
う
か
と
一
瞬
迷
っ
て
い
る
間
に
他
の
方
に

先
を
越
さ
れ
て
、
ば
つ
の
悪
い
思
い
を
し
た

こ
と
は
何
度
か
あ
る
が
。
こ
れ
を
書
か
れ
た

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
な
さ
っ
た
な

あ
と
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た
。

直
近
の
５
月
は
、
小
生
の
尊
敬
す
る
村
上

和
雄
先
生
と
祈
り
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。ど
の
回
も
、そ
れ
ぞ
れ
に
味
が
あ
っ

て
素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ
る
。
６
月
以
降
の

先
生
方
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
つ
も
り

は
な
い
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
最
後
に
、

文
字
を
読
む
の
が
苦
手
な
方
に
は
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
配
信
の
朗
読
版
も
あ
る
の
で
利
用
さ

れ
る
と
よ
い
。

(友
)
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詰所からのお知らせとお願い

詰所での入浴について

・入浴機器の故障により、現在詰所で入浴することができません。復旧は

早くても７月中旬ごろになります。入浴される方は、入浴券を事務所に

てお渡ししますので、16時～20時30分の間で本部千人風呂にて入浴して

ください。

詰所での宿泊･喫食について

・詰所で宿泊･喫食される場合は、「教会名･代表者名･泊数･食数」を、

２日前までには、必ず詰所へご連絡ください。

・食事をしない（宿泊のみの）場合でも、２日前には申し込みをして

下さるようお願い致します。

部内教会･信者に徹底願います。


